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研究成果の概要（和文）：口腔病変を持つ患者の口腔ケアの特殊性は、「口腔領域に病変があるため、口腔ケアにはリ
スクを伴い、十分な注意が必要なこと」にある。しかし、口腔疾患患者の口腔ケアに関しては、「リスクが高い」とい
う認識は一般的でなく、インシデント・アクシデント報告の蓄積は少ない。
そこで、本研究では、本来「製造業の品質管理」に用いられていたFailure Mode Analysis (FMEA)の手法を用いて、口
腔疾患を持つ患者の口腔ケアに対する事前のリスクアセスメントを行った。

研究成果の概要（英文）：The characteristic of the oral health care of the patients with oral lesion is 
that the careful attention should be paid to the risk of the oral health care because lesions exist in 
the oral cavity. However, the high-risk of the oral health care of the patients with oral lesion has not 
been well recognized. Therefore, only a few incident-accident reports have been collected.
We have tried the prior risk-assessment for the oral health care of the patients with oral lesion using 
the technique of Failure Mode Analysis (FMEA) which is used for the quality control of the manufacturing 
industry.

研究分野： 口腔機能支援学および口腔内科学

キーワード： リハビリテーション看護学　口腔ケア　リスクマネジメント
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１．研究開始当初の背景 
口腔病変を持つ患者の口腔ケアの特殊性は、
口腔領域に病変があるため、口腔ケアにリス
クを伴い十分注意しなければならないこと
である。しかし、口腔ケアの担当者は必ずし
も口腔疾患の病態を十分に把握していると
は限らない。また、現在までのところ、口腔
疾患患者の口腔ケアに伴うリスクについて
も十分に検討されていない。その状況下で口
腔ケアを開始するのは不安がある。従来、口
腔疾患の治療は、インシデント・アクシデン
ト報告の積み重ねによる、ヒヤリハット中心
の主に医療従事者個人の意識付けを中心と
したリスクマネジメント対策によって支え
られてきた。しかし、口腔疾患患者の口腔ケ
アに関しては、「リスクが高い」という認識
は一般的でなく、インシデント・アクシデン
ト報告の蓄積は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、本来「製造業の品質管理」に用
いられていた Failure Mode and Effect 
Analysis(FMEA)の手法を用いて、想定され
る失敗モードのリスク分析を行い、口腔疾患
を持つ患者の口腔ケアに対する事前のリス
クアセスメントを行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
申請者が例として疾患ごとに「疾患の概要」
をまとめ、それに対する「口腔ケア手順」も
作成した。さらに FMEA の手票を用いリス
クアセスメントを行った。 
さらにこれらのプログラムの有用性をアン
ケートで調査した。 
このプロトタイプのプログラムを提示して
歯科衛生士・学生を中心に本プログラムの検
証を行った。また、検証用ウェブアップシス
テムを作成した。 
 
４．研究成果 
(1)  疾患ごとに「疾患の概要」をまとめた。
その結果、疾患に対する理解と判断が的確に
できるようになった。 
 
(2)  「疾患の概要」に対する「口腔ケア手
順」を作成した。その結果、口腔内の様々な
状況に対応した口腔ケアが可能になった。 
 
(3)  FMEA の手票を用いリスクアセスメ
ントを行った。その結果、事前にリスクを回
避できる可能性が高くなった。 
 
(4)  プログラムの有用性をアンケートで
調査した。その結果、プログラムの有用性が
明らかになった。 
 
(5) 学内向けウェブサイトを立ち上げ、プ
ロトタイプのプログラムを提示して歯科衛
生士・学生を中心に本プログラムの検証を行
った。その結果、プログラムを深化させるこ

とが可能になった。 
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